
 

講座名（専門科目名） ゲノム生物学講座・遺伝統計学 教 授 氏 名 岡田 随象 

学生への指導方針 ゲノム・オミクスデータ解析の理論と実践を指導します。 

学生に対する要望 自主性と協調性を持って研究に取り組むことのできる学生を希望します。 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6879-3971 

担 当 者 岡田 随象 
(Email) office@sg.med.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
 

 

遺伝情報と形質情報の結びつきを統計学の観点より評価する学問である、「遺伝統計学」を専門としています。ゲ

ノム解読技術の著しい発展により、大容量のゲノム・オミクスデータが得られる時代が到来しています。得られ

たデータを適切に解釈し、社会還元していく過程において、遺伝統計学は重要な役割を果たしています。 

当教室では、ヒトの遺伝情報の解析や新たな遺伝統計解析手法の開発を通じた、疾患病態の解明、ゲノム創薬、

個別化医療の確立を目指しています。国際共同研究を通じて大規模ゲノム解析を実施し、多彩なヒト疾患におけ

る新規感受性遺伝子を同定してきました。遺伝統計解析や機械学習により大規模ゲノム解析の成果と多彩な生物

学・創薬データベースを横断的に統合することで、新規ゲノム創薬やバイオマーカー同定にも取り組んでいます。 

遺伝学、統計学、臨床医学、情報学、人工知能学といった複数の学問領域に渡る専門性が求められることもあ

り、我が国では遺伝統計学の専門家が少ない状況にあります。遺伝統計学を標榜する数少ない教室の一つとして、

若手研究者や学生を対象とした人材育成にも取り組んでいます。 

 

 


